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ナチ ス a 纽に 於いては 『一民 族、 家、 
一指 珥者 ji と 云 ふ 事が 叫ばれて 居る。 是れで 
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簏の使 命 i 第一、 政治的 指毐。 ts 二、 ナチ ス 世界 觀に依 る 政治 教育-第三 •民族の 怠 志を 代 炎す* 

-;. 「 黨 li 玫府に 命令す」 の 標語は、 黨は阒 民を 世界® 的に 敎育 する たけ-でな く、 世界® の範闯 に 於て は黨は 
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國 民社會 主義 獨逸 勞働黨 (ナチ K ) 政綱 二十 五ケ 條 



男 民 社 會主莪 描 逸勞 «»(ナチス)は*1九ニ0年ニ月ニ十五日*ユンへンに於け 一 
ろ水-フブロィハゥス會垛にて開他されたる « 尺#に於て黨網領ニ十五ヶ條を公及し| 
j た。 其 後 一九二 六 年 五月 一一 十六 BCS 大台 L 於て 「本 綱領は 不變の ものな り」 との 決 j 
-諉が 採用され た • j 



國民社贫主義獨逸勞勁莬の锎領はー時代の網領でぁる。指導荠は網領中に提示せられた ^ 擐の 
達成を 求めて、 唯、 大衆の 昂まる 不滿に 依て 策を 存枝せ しめんと する. 目 £の 爲 に新條 項を 提出す 
る ことを 棑擊 する ものな P 。 

I •全 獨 逸人は 民族 肖 決 權に 基き •一大 獨逸阈 に 結 粜さ れるこ とを 要求す。 

ニ， 獨逸阈 民の 他 W 民に 對 する •个莲 權 、卽 ちヴ H ル サィ ユ及び サン •ジ H ルマン 平和條 約の 菝葉 
を 要求す。 • .. 

H 、 獨 逸 ^ 民の 生存の 爲の 忒 土 ( 揀民 地を 含む) 及び 我が 過 剩 人口の 移植を 要求す。、 



四、_民同志たるも (7> のみ公民たり得る0信仰の如何を問はず、獨逸的血統を引くもののみ《民 
同志たり 得る。 從つ てユ ダャ 人は 國民 同志たり 得す。 

五 •公民たら ざる 者は 唯 客員と しての み獨逸 國內に 生活し 得 可し、 而 して 外 阈 人の 立法に 傾 ふ義 
務を 有す。 . 

六、 國家の指導及び法律に黼する決定權は公民にのみ許與さる。從つて其の種類の如何を澗はず 
又 》家、地方或は自治國體の如何を問はず公職就任：公民にのみ限らる。人格、才能を無視し 
黨派的見地にょつてのみ官供を任命する腐敗的議會主義に對して閱ふ。 

七、 國家は先づ公民の職業及び生活を可能ならしむる赛務を有す。全阈民を生活せしめ得ざる場 
合は* 外 B 國籍者 (非獨 逸人) は圃 外に 追放 せらる る 事 ある 可し。， 

八、 今後 非 獨 逸人の 獨逸へ の移住は凡て姐止さる可し。ー九一四年八月ニ日以降、獨逸班内に移 
住せる 非獨 逸人は 凡て、 卽刻 W 外へ 退去を 命ぜら るる 事 ある 可し。 

九* 公民は 凡て 同等の 權 利と 義務と を 保有す 可し。 

十 •公民 凡ての 第ー襄 務は 精神的に も 肉 % 的に も生產 する 事なら ざるべからず。 個人の 活動は 公 
共の 利害に 背馳す 可から ず。 全體の 枠 內に 、而 して 凡ての 利益の 爲に 追求せ らる 可き た PO 

十一、 不勞 所得の 株 除、 利子 喰 生活‘ の 打破。 
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十一 1 、凡ての 戦爭が B 民に 要求す る 人命と 財 產の大 なる 银 牲に控 み、 戰爭に 依る 個人的 蓄时 ■を 明 
民に 對 する 犯罪と 看 傲す 。從 つて 凡ゆる 敷 時 利得の 永久 的沒 枚を 要求す。 

十三、 凡ての 旣成會 社 組 雄 (トラスト 經營) の國鸶 化を 要求す 0 

十四、 大企業の 利益 分配を 要求す。 

十五、 大規棋 的 養老 事業の 完成を 要求す。 

十六、 健全— 中產 SS 成と 其 S 立* 大 百貨 G 卽時 i 化と 共に、 それを 小 商 ヱ 業者へ 安 
價に 貸付く る 事 基 求す。 凡て Q 商 H 碧に 對し S 、 地方、 公共 團體 用達 S を 講ず。 

十七、 我 si 靈— たす に f 土 S 改正 • is 的 S に sf 取得 され、 且つ 
公衆 賴利 に反して 管理す 一れ たる 土地 Q 沒收法 € 設定 、地代 止と 土地 投機の 防止。 

十八、 公益を 阻害す る 者を 徹 K 的に 弹爾 す。 率 下す 可— 民 的 犯罪者、 例へ ば 不當金 射利 得 者、 
奸商 等は その 信仰，. 人種の 如何を 問は ず 凡て 死刑に 虎す。 

十九、唯物的世界組ぬに奉仕する羅馬法を棑し、獨逸普通法を要求す0 

II 十 •凡て G 有能 且つ 1 ■人が 高等— 敎育を 受け、 霉的 SS む 事を 得し めんが 
爲 *國家は我全阈民敎育機械の拫本的改革に就'-配《すべし0全敎育機關の敎育課裎は更生々 
*の要求に卽し、》家觀念の把握は擊校(公民畢校)に於て理解カの開始と共に目的とせらる 



可し* 特に* れたる 才能を 有する 貧困 兒童 は、 兩 親の 地位、 硪業の 如何を 問は ず、 國® を 以て 
敎育せ らる 可し。 # 
一一 十 I •國家 は 母性 及び 小兒の 保護、 幼年 勞勘の 禁止 •體操 及び 较枝義 務の 法定 化に ょる 體育の 
獎勵 、靑 少年の 體育に 從ふ全 團體 への拨 助に ょり 凼民保 健の 增 進を 計る 可し。 

一一 十二、 傭 兵隊の 撤 S 、 國民軍 の 組織を 要求す。 

11十三、新閜にょる故苡の政诒的廉僞及び其流布に對し法律的に桃戰す。獨逸新聞の創刊を可能 
ならしめ んが爲 次の 寧 項を 要求す。 

ィ、獨逸文を以て刊行せらるる新聞の全社員は阈民同志たらざる可か、 1- ず。 

*^非獨逸的新聞に、發刊に當9、阈家の許可を要し、獨逸文を以て發行することを得ず。 
<、非獨逸人は獨逸新聞の經罃に關與するを栉ず、違反行爲ぁる時は、該新聞の経營を禁止し 
之に 今 與せ る非獨 逸人は 國外に 追放す。 公益/阻害 する 新聞は 禁止 せらる。？ 一民 生活を 破壊す 
ろ菘術及び文，傾向に對し又等しく公益を害する施詨の企阚に對し、法律的に挑戰す。 

ニ十四、獨逸國家に對し危險 3: 及ぼさず、又ゲルマン民族の倫理感情及び道德感情に背かざる限 
り杧 於て、 g pi に 於け る侰 仰の，： i 由を 認む 、凭 逸勞働 E は 一定の 信仰 吿白に 束縛 さる ことなく 
實證的 基 # 敎の 立場を 代表す。 黨は內 心的 •外形的の 何れを 問は ず、 ユダャ 的、 唯 物的 精神に 
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桃 敬し •獨 逸！ 1民の恆久的更生は次の根本跤念の上に來るべき事を確信す。卽ち「公益は私利 
に® 先す」。 • 

二十 五、 以上の 要求を 貫徹せ んが爲 め， 栗 固た る國家 の 中央 集 權 C 確立、 全國土 及び 其 機構の 上 
に a き 政治的 冲央 . J # の絕對 的檷威 の 確立、 各 同盟^: 水に ^ 家の 法規を 施行せ しむる ため 階級 
及び 饿能議 會の 設立を 要求す。 • 
本贫のれ堪者は必要の際は生命を賭して右ニ十五ヶ條贳徹に努ヵすべき事を誓約す。 

一九二 C 年 二月 二十四日 於 ミ 4 ヘン 



